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（単位:千円）

（２）２７年度の取組と成果

【取組1】

　（内容）

　（事業成果）

【取組2】

　（内容）

　（事業成果）

<細事業１> 農業用施設等災害復旧事業

（１）参画と協働の主な手法（実績）

４．事業目的達成のための手段と成果

細事業事業費（千円） 8,470

△ 6,837

参考
職員数（人） 特定財源（その他） 598 213

公債費 特定財源（都市計画税）

385

再任用職員数（人）

6,649

職員人件費 地方債 800 △ 800

国県支出金 6,999 350

２７年度 ２６年度 比較 財源 ２７年度 ２６年度 比較

３．コスト情報

施策 13　農業を振興します

所管部・室・課 市民生活部　産業振興課 作成者 課長　人見　巌

２．事業の目的

事業別行政サービス成果表
１．事業名等

内

　

訳

事業費 8,470 9,073 △ 603

総 事 業 費 8,470 9,073 △ 603

事業名 農業用施設等災害復旧事業 決算書頁

一般財源 873 7,710

338

視点・政策 01　暮らし　・　02　にぎわう

災害による農業用施設等の復旧

事業コスト

農業用施設等災害復旧事業に係る設計測量等業務

550,800

（土工）　1式

（盛土復旧工）　Ａ＝3.0㎡

（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工）　Ｌ＝4.8ｍ　Ａ＝10.0ｍ　など

西多田地内農地災害復旧

工事

421,200積算業務農地災害設計業務委託

301,320緊急測量業務　平面図作成（修正）（査定資料含む）

西多田地内農業用施設等

災害復旧事業緊急測量業

務委託

農業用施設等災害復旧事業に係る工事

　平成27年9月1日から2日にかけて起きた集中豪雨により被災した西多田地内農地の災害復旧事業

の実施に際して、工事を行った。

対象 工事内容 金額（円）

　平成27年9月1日から2日にかけて起きた集中豪雨により被災した西多田地内農地の災害復旧事業

の実施に際して、測量を行った。

対象 工事内容 金額（円）
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【取組3】

　（内容）

　（事業成果）

【取組4】

　（内容）

　（事業成果）

５．担当部長による自己評価及び今後の方向性等

　

自己評価（達成度）

２７年度の事業の達成状況

想定以上の成果を達成できた。 　西多田地区の農地1件の畦畔崩壊の復旧工事を実施した。

また、平成26年度発生台風11号による被災農業施設の復旧

については設計を行い、工事に着手した。

※「自己評価（達成度）」は、数値や具体的な行政サービスの向上、建設
事業等の進捗状況を踏まえ、各種計画や予算で想定していた成果に対する
達成度合いで評価しています。

課題と改善について ２８年度以降における具体的な方向性について

工事が次年度にわたる場合が多いため、災害復旧

工事が速やかに実施できる体制を整備する。

平成26年度に発生した台風11号豪雨により被災した農業用

施設2件（石道、黒川）について速やかに復旧工事を完了す

る。

また、国の法律に基づく復旧工事は、工事を完了するまで

の事務手続きに時間を要するため、被災農家が速やかに自力

復旧できるよう補助制度を設ける。

※「課題と改善」は、「妥当性」、「効率性」、「有効性」及び「参画と
協働」の視点を全て考慮したうえで、事業の質や効率性を高める方向で記
述しています。

おおむね達成できた。

少し達成できた。

現状のままに留まった。

農業災害現場技術・変更

積算業務委託料

査定設計書作成（農地4件、施設1件）、

現場監督（赤松）など
708,156

農業用施設等災害復旧事業に係る工事（平成26年度繰越事業）

　台風11号により被災した農地等の災害復旧事業にかかる工事を行った。

農業用施設等災害復旧事業に係る設計測量等業務（平成26年度繰越事業）

対象 工事内容 金額（円）

　台風11号により被災した農地等の災害復旧事業にかかる実施設計書作成等を行った。

3,124,656

（石道井堰）L＝10ｍ、（土工）一式、（取壊工）一式

（井堰工）一式、（仮設工）一式　など

※全体業務委託料（10,749,240円）のうち、7,624,584

円は次年度に繰り越す。

石道農業施設災害復旧工

事

対象 工事内容 金額（円）

黒川地内農地災害復旧工

事

（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ練積工）　L＝7.0ｍ　A＝14.0㎡

（小車運搬）　Ｌ＝60.0ｍ　＞　Ａ＝14.0㎡

（盛土復旧工）　A＝2.0㎡　など

1,090,800

西多田地内農地災害復旧

工事

（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ練積工）　L＝5.0ｍ　A＝9.0㎡

（小車運搬）　Ｌ＝60.0ｍ－120.0ｍ　　Ａ＝9.0㎡

（敷鉄板設置・撤去）　Ａ＝85.0㎡

648,000

554,040
（土工）　一式　（盛土復旧工）　A＝12.0㎡

（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ練積工）L＝6.0ｍ　A＝8.0㎡　など

一庫地内農地災害復旧工

事

1,070,280
（1工区　排土工）　Ｖ＝41.0㎡

（2工区　ＢＦ敷設）　Ｌ＝35.0ｍ　など

赤松農業施設災害復旧工

事
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（単位:千円）

（２）２７年度の取組と成果

（２）２７年度の取組と成果

事業コスト

内

　

訳

事業費 104,401 111,373 △ 6,972

総 事 業 費 121,923 128,719 △ 6,796

３．コスト情報

施策 16　文化・スポーツを通して、市民が輝く環境づくりを進めます

所管部・室・課 市民生活部　文化・観光・スポーツ課 作成者 課長　西川　明宏

２．事業の目的

事業別行政サービス成果表
１．事業名等

事業名 文化振興事業 決算書頁 108

視点・政策 01　暮らし　・　02　にぎわう

芸術文化の振興及び市民の芸術文化活動への支援

２７年度 ２６年度 比較 財源 ２７年度 ２６年度 比較

一般財源 116,925 114,852 2,073

△ 8,869

職員人件費 17,522 17,346 176 地方債

国県支出金

参考
職員数（人） 2 2 特定財源（その他） 4,998 13,867

公債費 特定財源（都市計画税）

再任用職員数（人）

４．事業目的達成のための手段と成果

<細事業２> 文化・スポーツ振興財団支援事業

（１）参画と協働の主な手法（実績）

細事業事業費（千円）

・地域文化の向上のため、川西市文化協会、川西市吹奏楽団、川西市民合唱団、黒川地区地域文化（スポーツ）振

興事業運営委員会に対して補助金を交付した。

・若者の音楽活動を支援し、全国に情報発信することにより川西市をPRするため、第3回「川西市アーティスト

オーディション」を開催した。（地方創生先行事業交付金対象）

　　重要業績評価指標：エントリー数　実績　191件（目標　250件）

（公財）川西市文化・スポーツ振興財団が行う次の活動に対し補助金を交付し、支援を行った。

①市民に優れた音楽や舞台芸術の鑑賞機会を提供した。

②地域の芸術、文化団体等の自主企画・運営による市民参画型の芸術、文化事業を実施した。

細事業事業費（千円） 15,581

77,887

<細事業１> 文化振興事業

団体等への補助（１）参画と協働の主な手法（実績）

【集客率】 （単位：％） 【自己財源率】 （単位：％）

項目

芸術、文化鑑賞事業

育成及び援助事業

合　　　　計 75.5 75.2 75.9

31.5 33.6 34.9
78.3 77.3 83.0 85.6 85.7 (事業収入額／総事業費額)

73.1 73.6 71.6 76.0 77.2 自己財源率(％） 32.1 36.7

80.3 80.9

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 項目 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
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（２）２７年度の取組と成果

（２）２７年度の取組と成果

５．担当部長による自己評価及び今後の方向性等

　

自己評価（達成度）

２７年度の事業の達成状況

想定以上の成果を達成できた。 文化関係団体については、各団体ごとに展示会や定期演奏

会等を通じて本市の文化振興に努められた。

第３回アーティスト・オーデションは、全国で活動してい

る若者の音楽活動を支援すると共に、全国に川西市のＰＲを

行うことができた。

文化・スポーツ振興財団の自主事業について、昨年度と横

ばいではあるものの、高い集客率を維持している。
※「自己評価（達成度）」は、数値や具体的な行政サービスの向上、建設
事業等の進捗状況を踏まえ、各種計画や予算で想定していた成果に対する
達成度合いで評価しています。

課題と改善について ２８年度以降における具体的な方向性について

ギャラリーかわにしの施設内の老朽化が進んでい

るため、設備の修繕について、計画的に行う必要が

ある。

文化関係団体が、より一層自主的な運営ができるよう、今

後とも各団体の活動の支援を行っていく必要がある。

文化・スポーツ振興財団については、利用者の幅広いニー

ズに応える新しい事業を、文化とスポーツの両部門が共同し

て行うなど、さらなる集客に向けて、財団と協議を進める必

要がある。

※「課題と改善」は、「妥当性」、「効率性」、「有効性」及び「参画と
協働」の視点を全て考慮したうえで、事業の質や効率性を高める方向で記
述しています。

おおむね達成できた。

少し達成できた。

現状のままに留まった。

文化会館・中央公民館を会場に、洋画・日本画・書・彫刻（立体造形）・工芸・写真・現代美術の

7部門を設定し、1部門につき1点の作品を募集した。（対象：16歳以上）

審査後、入選・入賞作品を展示、最終日に表彰式を行った。

展示期間は5日間（2月9日～2月13日）

期間中の入場者数は1,424人

出品点数は全332点と大変盛況であった。

出店料は、1部門につき一般1,500円

学生（大学・高校・高等専門学校生）500円

<細事業３> ギャラリーかわにし運営事業

（１）参画と協働の主な手法（実績）

<細事業４> 川西市展の実施

芸術活動の発表の場を提供し、同時に市民が多くの優れた作品に触れる機会を提供した。

使用の範囲：美術に関するもの　使用期間：水曜日～月曜日まで

開館時間：午前１０時～午後7時まで＜最終日は、午後5時まで＞

使用料（6日間）　第1展示室：市内利用者　60,000円　市外利用者　80.000円

第2展示室　市内使用者　48,000円　市外利用者　64,000円

8,997細事業事業費（千円）

（１）参画と協働の主な手法（実績）

細事業事業費（千円） 1,936

洋　画

現代美術

日本画

書

立　　体

工　　芸

写　　真

合　　計

4 1 7 2 5

277 274 335 283 332

18 21 19 13 17

136 129 153 141 167

26 25 32 19 21
9 9 15 8 12

79 78 93 83 91
5 11 16 17 19

（出品点数）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

市内利用者件数 97 90 95 90 92
市外利用者件数 3 8 3 8 4
合　計 100 98 98 98 96

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
年間利用可能枠数 100 98 98 98 100
利用率（％） 100 100 100 100 96
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（単位:千円）

（２）２７年度の取組と成果

事業別行政サービス成果表
１．事業名等

内

　

訳

事業費 11,211 11,633 △ 422

総 事 業 費 28,733 28,979 △ 246

事業名 生涯スポーツ推進事業 決算書頁

一般財源 28,733 28,879

118

視点・政策 01　暮らし　・　02　にぎわう

生涯を通じてスポーツに親しめる環境づくりを進める

事業コスト ２７年度 ２６年度 比較 財源 ２７年度 ２６年度 比較

３．コスト情報

施策 16　文化・スポーツを通して、市民が輝く環境づくりを進めます

所管部・室・課 市民生活部　文化・観光・スポーツ課 作成者 課長　西川　明宏

２．事業の目的

職員人件費 17,522 17,346 176 地方債

国県支出金

△ 146

参考
職員数（人） 2 2 特定財源（その他） 100

公債費 特定財源（都市計画税）

△ 100

再任用職員数（人）

・小学校体育施設の開放

 小学校体育施設を学校教育に支障のない範囲で校区内住民によるスポーツ団体に開放し、活動の拠点とした。

 老若男女を問わず、多くの市民が小学校体育施設を利用してスポーツ活動を行った。

・「スポーツクラブ21ひょうご」事業の推進

 小学校区ごとに組織されたスポーツクラブ21の運営を支援し、生涯スポーツの振興を図った。

・スポーツ推進委員の活動、生涯スポーツの普及

 月1回定例会の開催のほか、資質の向上のため、阪神北地区及び兵庫県のスポーツ推進委員研修会に参加した。

 スポーツ推進委員と協力し、こどもから高齢者まで楽しく参加できるレクリエーションスポーツ大会を開催した。

・生涯スポーツ指導者の養成

 生涯スポーツの普及に欠かせない指導者の養成と資質の向上のため、生涯スポーツ指導者研修会を開催した。

<細事業１> 生涯スポーツ推進事業

団体等との共催・連携 団体等への補助（１）参画と協働の主な手法（実績）

４．事業目的達成のための手段と成果

細事業事業費（千円） 7,843

小学校体育施設開放利用者数 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

学校体育施設利用者（人） 225,930 268,809 246,664 257,611 245,743

プール開放利用者数（人） 24,500 25,063 23,461 22,795 20,780

レクリエーションスポーツ大会参加者数 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

カローリング大会等（3回合計・人） 228 246 264 261 279

生涯スポーツ指導者研修会 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

研修会参加者数（人） 45 41 40 39 40

参加者の平均年齢（歳） 57 60 60 60 60

会員数 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

スポーツクラブ21会員数（人） 6,223 6,100 6,074 6,084 5,934
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（２）２７年度の取組と成果

５．担当部長による自己評価及び今後の方向性等

　

自己評価（達成度）

２７年度の事業の達成状況

想定以上の成果を達成できた。 スポーツ推進委員及びスポーツクラブ21と協働して、ス

ポーツを通じた地域の交流の場を確保するとともに、こども

から高齢者まで気軽に楽しめるレクリエーションスポーツの

楽しさを体感してもらう機会を作ることができた。

川西一庫ダム周遊マラソン大会では、距離表示の設置変更

や交通規制の変更により、参加されるランナーの利便性や安

全性を向上することができた。
※「自己評価（達成度）」は、数値や具体的な行政サービスの向上、建設
事業等の進捗状況を踏まえ、各種計画や予算で想定していた成果に対する
達成度合いで評価しています。

課題と改善について ２８年度以降における具体的な方向性について

スポーツクラブ21は、ここ数年会員数が減少傾向

にあり、平成27年度には、150人の大幅減となっ

た。継続的にクラブ運営を行っていくために各クラ

ブの会員数および財源の確保が重要課題であり、引

き続き各クラブとともに検討していく。

スポーツ推進委員及びスポーツクラブ21と協働して、レク

リエーションスポーツがより多くの市民に親しまれるよう、

引き続きイベントの開催や備品の貸出などを行う。

川西一庫ダム周遊マラソン大会では、前回大会までのノウ

ハウや参加者等の意見を活かし、参加者および応援者に今後

とも安全に楽しんでいただけるよう運営の改善を図る。ま

た、スポーツ振興くじ助成金を有効活用し、大会運営の推進

を図る。
※「課題と改善」は、「妥当性」、「効率性」、「有効性」及び「参画と
協働」の視点を全て考慮したうえで、事業の質や効率性を高める方向で記
述しています。

おおむね達成できた。

少し達成できた。

現状のままに留まった。

<細事業２> 一庫ダム周遊マラソン大会開催支援事業

（１）参画と協働の主な手法（実績） 団体等との共催・連携 団体等への補助

・川西一庫ダム周遊マラソン大会の開催

 生涯スポーツ及び競技スポーツの普及の一環として、誰もが体力や年齢に応じて参加できる市民マラソン大会を

 開催した。

 小学生から高齢者まで幅広い世代が参加し、川西市の秋の一大イベントとして盛り上がりを見せた。

 26年度よりランナーの安全確保等のため参加定員を3,000名とした（ただし、事務手続上やむをえず多少の超過が

 発生する）。

細事業事業費（千円） 3,368

川西一庫ダム周遊マラソン大会参加者 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

参加者数（人） 2,494 2,556 3,355 3,153 3,004

　うち川西市民数（人） 1,284 1,332 1,150 1,192 1,197

　川西市民の参加割合（％） 51 52 34 38 40
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